
隈部会長 乾杯の様子

初セリ の様子

　 １ 月19日（ 金）、 ら く のう マザーズ搾乳素牛セー

ルの初せり がJA熊本市畜産セン タ ーで開催さ れ

ま し た。

　 せり に先立ち、 セレ モニーが開催さ れ、 ら く の

う マザーズ隈部会長の年頭の挨拶や、 牛乳での乾

杯が行われま し た。

　 多く の購買者が集ま る 中、 育成牛５ 頭、 初妊牛

84頭、 経産牛42頭の計131頭が売買成立し ま し た

が（ 出品頭数は132頭）、 初妊牛の平均販売価格は

481千円（ 税抜） と 前月よ り 22千円の下落と なり 、

前年同月比でも 75千円の下落と なり ま し た。

　 厳し い情勢ですが北海道内市場の相場は、 和牛

ET腹と ホル雌腹を 中心に上昇し ており 、 今後は

春分娩の腹が中心と なってく る こ と も あり 、 今後

は強含みで推移する と 予想さ れま す。

搾乳素牛セール初せり
ら く のう マザーズ家畜市場
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　 年も 明け干支も 「 辰」 にな り ま し た。 辰は天に向

かっ て 昇っ て行く 十二支の中で最も 縁起の良い干支

と さ れており 、 運気が上昇し て 夢が叶いやすい年と

言われていま す。 みなさ んも 初詣で「 今年も“ 幸福”

な良い年になり ま すよ う に」 と 願を かけら れたこ と

だと 思いま す。

　 と こ ろ が元旦の夕方、 お屠蘇気分も 吹っ 飛ぶよ う

な大災害が発生し ま し た。 能登半島で震度７ と いう

あ の「 熊本地震」 を 彷彿さ せる 痛ま し い光景に、 み

なさ ん心を 痛めら れたこ と だと 思いま す。 我々も 、

全国よ り た く さ んの支援を いただき 心励ま さ れま し

たので、 今回も し っ かり と 支援を し て いき たいと 思

いま す。 被災さ れた皆様に心よ り お見舞い申し 上げ

ま す。

　 私た ちはあ の熊本地震を 乗り 越えま し た。 被災当

時は、 こ の先ど う なる こ と かと 不安に晒さ れ、 普通

の生活がいかに“ 幸福” な こ と であ る かと 感じ たも

のでし た。 それから 復興も 進み、 熊本の酪農も 持ち

直し て き た矢先に、 コ ロ ナ・ 戦争で令和の酪農危機

が始ま り 、 ま た 不安に襲われま し た。 世の中何が起

こ る かわから ない時代ですが、 日常生活はき ちんと

送ら れていま す。 あの時感じ た「 普通の生活＝幸福」

と 思えば、 十分“ 幸福” だと いう こ と です。 　

　 それでは一体“ 幸福” と は何でし ょ う か？一般人

は「 快楽」 や「 富」 を 、 金持ち は「 名誉」 を 、 同じ

人でも 病気の時は「 健康」 を 、 貧乏な時は「 富」 を

と いう よ う に、 幸福の感じ 方は人によ っ て、 ま たそ

の時々によ っ て違う よ う な気がし ま す。 　

　 先日テレ ビ で、 二千数百年前に書かれた ア リ ス ト

テレ ス の「 幸福と は何か」 と いう 番組を やっ ていま

し た。 彼は、 人生の究極目的は“ 幸福” にある と 言っ

ていま す。 究極の目的と いう こ と は、 相当な 年齢に

達し て たど り 着く も のだと いう イ メ ージがあ り ま す

が、 彼は「 遠く にあ る のではな く 、 今こ の自分の行

為に基づく も の」 と 言う のです。 それではど のよ う

な行為を すればたど り 着ける のでし ょ う か？“ 幸福”

になる ためには、 人間と

し ての「 力」 を 身につけ

る こ と が必要だそう で、

その「 力」 のなかでも 極

めて重要なも のが四つあ

る そう で、 第一は「 判断力」、 自分が直面し ている 状

況を 的確に把握し 適切な 選択を 下し ていく 力です。

第二は「 勇気」、 人生のさ ま ざ ま な 局面において 直

面する 困難に立ち向かっ ていく 力です。 第三は「 節

制」、 数多の誘惑に負けず欲望を コ ン ト ロ ールし 自分

自身を 律し ていく 力です。 第四は「 正義」、 自分のこ

と だけでなく 他者や共同体を 重んじ ていく こ と ので

き る 力です。 こ れら の力を 身につける こ と が“ 幸福”

な 人生を 送る ための前提条件であ り 、 こ れら の力に

よ り 人間の持っ て いる 可能性や能力を 現実化し て充

実し た 生活ができ る よ う にな り ま す。“ 幸福” と い

う のは、 はる か彼方にあ る よ う に見え ていた かも し

れま せんが、 そう いう 充実し た 生き 方を し ている こ

と 自体の中に既に幸福が実現し はじ めて いる と 彼は

言っ ていま す。

　 ま た、 彼は「 人間と は社会的な 存在であ っ て、 人

と 共に生き て 初めて人間であ る 」 と 説いていま す。

人と 人と を 結びつける 「 愛＝友愛」 は、 人生にと っ

て 最も 必要なも のであ り 、 友愛なし では、 他の全て

の「 力」 を 持っ ていても 生き て いき たいと 思わない

と も 言っ ていま す。 すな わち、 友愛があ れば戦争も

起こ ら ないし 災害が発生し ても 皆で助け合い“ 幸福”

な世の中になる と いう こ と です。

　 二千数百年前に書かれた「 ア リ ス ト テ レ ス 」 の哲

学書ですが、 現代の日々の生活に十分通じ る も のが

あ り ま す。 こ う いう 時代だから こ そ、 いかに良く 生

き る かを 考え、“ 幸福” になる ための充実し た生き 方

の参考になればと 思いま す。

　 みなさ ん「 今年も “ 幸福” な良い年になり ま すよ

う に」

引用： アリ ス ト テレ ス 「 ニコ マコ ス 倫理学」

COLUMN ― コ ラ ム ―

　『  “ 幸福” と は何か？』

ら く のう マザーズ専務

大川　 清治
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　 直近の乳価改定によ っ て２ 年前と 比較する と 手取り ベース で約20円/ｋ ｇ 程度が値上げと なり 、 皆さ

んの酪農の経営状況は厳し い時と 比べる と 改善傾向にある かと 思いま す。 ただ、 現場で色々な話を聞く

中で、 乳代が安定し た方も し く はそう でない方の経営状況には大き な差がある こ と が分かり ま す。 それ

は何かを考えたと こ ろ『 繁殖成績の善し 悪し 』 が経営に影響し ている こ と が分かり ま し た。 良好な繁殖

成績が安定する と 、 乳量が増える 、 子牛生産が増える 等メ リ ッ ト 面が多く 、 牛のサイ ク ルも 良く なり 、

結果と し て収入が増え経営が安定し ていき ま す。 今回、 熊本県内で繁殖成績が良好な２ 牧場の実例をご

紹介し ま す。 ご自身の牧場と 比較し てど う 違う か確認し てみてく ださ い。

繁殖管理の良好な牧場に聞いた、こ れが私のやり かた！
生産本部　 指導部　 営農指導課　 南條　 健太郎

＜事例１ ＞Ａ 牧場の状況（ フ リ ースト ール、 搾乳65頭、 TMR給餌）

平均乳量 37.6kg

平均搾乳日数 142日

初回授精開始日 85日

空胎日数 132日

平均分娩間隔 401日

※Ｒ ５ 年12月牛群検定成績

（ 写真） 搾乳牛の様子

＜移行期管理＞

・ 粗飼料の食い込みを重視（ でき る だけエサ押し を行う ）

・ そも そも 繁殖が良いため太った牛（ 泌乳後期含む） が居ない、 分娩後の病気が少ない。

・ 乾乳メ ニュ ー　 粗飼料（ 稲WCS、 チモシー、 オーツ ） ＝８ ： １ ： １ （ 乾物比） 飽食、 配合３ ㎏、 搾

乳TMR ３ ～４ ㎏（ 現物）、 ビタ ミ ン剤、 加熱大豆0.4㎏（ 加熱大豆は分娩前３ 週間よ り 給与）

・ 分娩後のケア　 １ ～２ 産： ビ タ ミ ン剤（ カプセル） ４ 粒（ 分娩当日）、 エサの食いを 見ながら プロ ピ

レ ンG

　 　 　 　 　 　 　 　 ３ 産以上： 上記に加えて、 カルシウ ム１ 本（ 分娩当日）

＜発情発見＞

・ 複数人で目視によ る 確認（ ス タ ンディ ングを重視）

・ 分娩後40日以降の無発情牛は獣医師へ必ず見せる （ フ レ ッ シュ チェ ッ ク は必ず実施）

・ 発情周期の確認（ 発情兆候が弱いと き は確認の為に授精師に見ても ら う ）

＜種付け＞

・ 分娩後60日以降にAIを実施（ 牛の状態を見ながら 調整、 早い場合は50日未満、 遅く ても 100日ま で）

・ 種付け後に発情回帰がないか必ず確認（ 発情来たら すぐ にA I実施）

・ プロ グラ ム授精はでき る だけ実施せず自然発情を重視

・ 初回受胎率は約55％

＜栄養面＞

・ 搾乳牛はTMR飽食（ 食い込みみながら 粗飼料など で調整）

・ 乾物摂取量が充足し ている か日々確認
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＜重視し ているポイ ント ＞

・ 発情発見（ 発情を絶対見逃さ ない、） そし て種付け（ ス タ ンディ ング： 基本AMPM法、 マウ ンティ ン

グ： 発見から 約１ 日後）

・ フ レ ッ シュ チェ ッ ク 時に問題が多い場合はど こ が悪いかを確認し 対応策を早急に実施

（ 左写真）乾乳牛の様子 （ 中央写真）2024年分娩予定表 （ 右写真）搾乳TMRの様子

＜事例２ ＞Ｂ 牧場の状況（ フ リ ーバーン、 搾乳145頭、 TMR給餌）

平均乳量 36.9kg

平均搾乳日数 181日

初回授精開始日 76日

空胎日数 109日

平均分娩間隔 389日

体細胞数 126千

※Ｒ ６ 年１ 月牛群検定成績

（ 写真） 搾乳牛の様子

＜移行期管理について＞

・ 泌乳後期でボディ コ ンディ ショ ンが高い牛は粗飼料中心へ変える

・ 乾乳日数は基本45日で一発乾乳（ 夏場７ − 10月分娩牛は50日）

　 ※乾乳予定日10日前にPLテス タ ー　

　 　 反応なし ： 乾乳軟膏未利用　 反応あり ： 菌種を調べ抗生剤等で治療

・ 一番いい場所にゆと り のある ス ペース （ 10m 2/頭）

・ 乾乳メ ニュ ー： バミ ュ ーダス ト ロ ー４ kg、 搾乳TMR10㎏、 WCS（ 自給飼料） 飽食

・ 分娩後のケア： ビタ ミ ン剤、 カルシウ ム、 プロ ピレ ンG（ ３ 日間）、 ３ 産以上はカルシウ ム点滴

・ 分娩前後は独房で様子を観察

− 4 −



（ 左写真）乾乳牛の様子 （ 中央写真）乾乳舎飼槽の状況（ 右写真）搾乳TMR

＜発情発見について＞

・ 繁殖リ ス ト を必ず見て、 牛舎に居る と き は常に牛を見る （ リ ス ト に載っている 牛は特に重点的に）

・ ス タ ンディ ング発情を重視

・ 搾乳する 前、 待機場、 搾乳後は特に観察（ 搾乳時に乳量低下牛は発情かど う か疑う ）

＜種付けについて＞

・ 種付けタ イ ミ ング（ A M-PM法）

・ 分娩後150日以上で未受胎、 体脂肪の多い牛は廃用候補

　（ 繁殖を継続する かの線引き は経営にと って非常に重要）

・ 自分の牧場に必要な牛か残すかど う かは早めの判断を行う

・ も ったいないではなく 、 半年後、 １ 年後の経済性を考慮する

＜栄養面について＞

・ TMRのエネルギーバラ ンス を重視（ 牛の状態を見てメ イ ズ、 粗飼料等で調整）

・ ボディ コ ンディ ショ ンが揃った牛群を重視

・ 搾乳TMRの自給飼料ロ ールは３ 種類程度（ 水分多） 使用し 、 購入乾草（ オーツ 、 アルファ ） で調整。

・ 哺育～育成～搾乳～乾乳は全て同じ TMRを給与（ ス テージ毎に給与量や粗飼料で調整）

＜重視し ているポイ ント ＞

・ 牛群データ ・ 繁殖データ （ 妊娠牛リ ス ト 、 鑑定牛、 未受胎牛、 分娩予定、 直近分娩間隔、 未受胎牛

150日以上等） を整理し 、 全員で共有、 日々気づいた人がメ モを行い、 意識し て牛群の観察（ コ ンディ

ショ ン、 発情）

・ 継続的な利益を出すために牛群管理の徹底（ 個体の把握）

　 繁殖の成績は１ 日で向上する こ と はあり ま せん、 ただ、 今日から 始めら れる こ と は沢山あり ま す。 今

回ご紹介し た２ 牧場は毎日の積み重ねを怠ら ず続けた結果、 繁殖成績の安定に繋がったと 言えま す。 今

日、 明日から やる かどう かは本人次第です。 少し でも 改善し たい気持ちがあれば今日から はじ めま し ょ

う ！やればでき ま す！

　 繁殖に関し て何かご不明な点があれば営農指導課ま でご相談下さ い（ TEL　 096-388-3510）
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最新情報はコ チラ から
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令和５ 年度早期乾乳緊急促進事業に係る

酪農経営緊急支援事業について

　（ 一社） 中央酪農会議を 事業実施主体と する 「 令和５ 年度酪農緊急パワ ーアッ プ事業（ 早期乾乳緊急

促進事業）」 において40, 610千円（ 1, 550円／頭） の奨励金が交付さ れる に伴い、 令和６ 年１ 月18日開催

の第11回理事会において「 令和５ 年度早期乾乳緊急促進事業に係る 酪農経営緊急支援事業」 が承認さ

れ、 本会の奨励事業と し て以下の内容で施行さ れま す。

１ ． 交付対象
　 　 本会への生乳出荷者（ 公共機関を除く ）

　 　 ※令和６ 年３ 月31日ま で本会へ生乳を出荷し ている こ と

２ ． 奨励金額
　 　 43, 230千円（ 不課税）

　 　 ※単価： 経産牛１ 頭あたり 1, 650円

　 　 ※令和５ 年４ 月１ 日時点の飼養頭数（（ 独） 家畜改良センタ ーの牛個体識別全国ベース における 乳

用経産牛の頭数）

　 　 ※生産抑制を計画し ていない生乳流通事業者に出荷し ている 方及び自ら の施設で自家製造又は製造

委託等をし ている 方はその出荷割合に応じ て減額と なり ま す。

３ ． 奨励金の支払い時期
　 　 令和６ 年２ 月末日予定
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